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西
黒
山
地
区
で
ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
23
ａ
を
経
営

�

大
石
　
裕
一
さ
ん
、
美
由
紀
さ
ん
夫
妻

農
業
と
の
出
会
い　

北
九
州
で
会
社
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

仕
事
が
減
少
し
、
空
き
時
間
に
兄
の
イ
チ
ゴ
作
り
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
農

業
に
魅
力
を
感
じ
て
、
イ
チ
ゴ
作
り
を
始
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

岡
垣
町
と
の
出
会
い　

先
に
岡
垣
町
で
就
農
し
て
い
た
兄
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
岡
垣

町
認
定
・
志
向
農
業
者
連
絡
会（
就
農
支
援
部
会
）や
Ｊ
Ａ
北
九
の
イ
チ
ゴ
部
会
の
方
々
に
、

岡
垣
町
の
農
地
を
斡
旋
な
ど
し
て
頂
き
ま
し
た
。
一
年
前
に
岡
垣
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
が
、
住
み
や
す
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

農
業
を
始
め
て
か
ら
今
日
ま
で
を
振
り
返
っ
て　

最
初
は
、
ハ
ウ
ス
や
高
設
の
組
み
立
て
、

井
戸
掘
り
、
電
気
引
き
等
の
準
備
が
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
イ
チ
ゴ
部
会
の
青
柳
さ
ん

（
農
業
委
員
）
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
施
設
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
青
柳
さ
ん
に
は
、

イ
チ
ゴ
の
栽
培
技
術
面
で
も
お
世
話
に
な
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
は
Ｊ
Ａ
北
九
の
共
販
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
イ
チ
ゴ
栽
培
で
し
た
が
、
兄
の
と
こ
ろ
で
手
伝
っ
て
い
た
経
験
が
役
に
立
ち

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
年
目
の
栽
培
を
終
え
て
、
い
ろ
い
ろ
反
省
点
も
見
え
た
の
で
、
今

後
は
改
善
し
て
、
効
率
よ
く
良
い
も
の
を
多
く
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
は
自
分
が
頑
張
っ
た
分
、
自
分
に
返
っ
て
く

る
。
魅
力
で
も
あ
る
し
、
怖
さ
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

奥
さ
ん
の
一
言　

農
業
は
楽
し
い
し
、
健
康
的
だ
と

思
い
ま
す
。
農
業
を
始
め
て
か
ら
今
日
ま
で
、
無
我

夢
中
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
夫
婦
な
か
よ
く
、
一

生
懸
命
、
農
業
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
紹
介

　

農
業
委
員
会
で
は
、
12
月
中
旬
か
ら

１
月
下
旬
に
か
け
て
農
地
の
利
用
状
況

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
、
24
年
に
調
査
し
た
農
地
を

ベ
ー
ス
に
、
26
年
度
に
生
産
調
整
対
象

と
な
り
適
正
管
理
と
判
断
さ
れ
た
農
地

を
除
い
た
農
地
に
つ
い
て
、
区
域
の
農

業
委
員
に
調
査
実
施
地
区
を
割
り
当
て
、

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
次

の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
毎

年
行
っ
て
お
り
、
若
干
の
放
棄
地
解
消

は
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
多
く
の

放
棄
地
が
存
在
し
て
お
り
、
大
き
な
懸

念
材
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

放
棄
地
の
存
在
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

周
辺
農
地
に
好
ま
し
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え
、
景
観
上
も
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
我
々
農
業
委
員
会
は
、
将
来

に
向
け
て
健
全
な
農
地
を
継
承
す
る
こ
と

が
任
務
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
放
棄
地

の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
地
の
有

効
な
利
用
に
つ
い
て
も
研
修
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
農
業
委
員

会
で
は
次
の
事
項
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

・�

早
急
に
改
善
す
べ
き
農
地

（
改
善
可
能
な
農
地
）
を

中
心
に
、
土
地
の
所
有
者

等
に
対
し
、
今
後
の
農
地

の
利
用
意
向
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

・�

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
、
そ
の
後
の
対
応
を
検

討
す
る
。ま
た
、ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
し
な
い
な
ど
の

場
合
、
農
地
中
間
管
理
機

構
と
の
協
議
を
行
う
よ
う

に
勧
告
す
る
な
ど
の
措
置

を
行
う
。

　

以
上
の
取
り
組
み
を
所
有
者
等
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

荒廃農地の例

26 年度　利用状況調査結果
区　分 筆　数 面　積

適　　　正 416 筆 488,228㎡ 

適正でない 132 筆 107,737㎡ 

合　　計 548 筆 595,965㎡ 耕
作
放
棄
防
止
に
向
け
て



農業改革の経緯と動向について

農地中間管理機構を活用して担い手に農地を集めましょう !!

◎農地中間管理機構（農地集積バンク）について
　農業の構造改革を推進するため、農地利用の集積集約化を行う農地中間管理機構を都道府県に創設
するとともに、機構の設立にあわせ、遊休農地解消措置の改善、青年等の就農促進策の強化、農業法
人に対する投資の円滑化等を講じることを目的に、平成 25 年 12 月 5 日に農地中間管理事業の推進に
関する法律及び農業の構造改革を推進するための農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する等の法
律が制定され、産業政策と地域政策を車の両輪として組み合わされて実行されています。また平成 27
年４月には、人口減少社会に向けての取り組みと地域の活性化を目的に「食料・農業・農村　これか
らの 10 年」を視野に新たな食料・農業・農村基本計画が策定されています。
　おかがき農業委員会だより創刊号で紹介いたしました農地中間管理機構は、（公財）福岡県農業振興
推進機構が平成 26 年３月 27 日に農地中間管理機構として県知事の指定を受けています。
　今回は、農地中間管理機構が行う事業についてご紹介します。

　農地中間管理機構とは、農地を貸したい農家（出し手）から、農地の有効利用や農業経営の効率化
を進める担い手（受け手）へ、農地の集積・集約化をすすめるための中間的受け皿となる組織です。
県農地中間管理機構では、
　・経営規模の拡大を考えている
　・農用地の集約化を考えている
　・新規農業参入を考えている
 等で農用地を借りたい「担い手（農業者または農業法人等）」の募集や貸し出しを業務としています。

岡垣町・農業委員会・JA 等の役割
・相談窓口　・書類等の受付窓口
・出し手・受け手の条件交渉等

農地所有者から農地を借り受け、担い手に
まとまりのある形で農地を貸し付けます。

◎�農地を借りたい
耕作者（受けて）
の方

▶お問い合わせ先　

福岡県農業振興推進機構
（農地中間管理機構）

機構へ貸付 機構から借入

【 連 携 】

もう年だし誰かに
任せたいなぁ

農地を集約して
規模を拡大したい

◎�農地を貸したい
所有者（出し手）
の方

岡垣町役場　産業振興課　農林水産振興係　℡ 093-282-1211
公益財団法人　福岡県農業振興推進機構　℡ 092-716-8355



神
屋
　
種
義

　

農
業
委
員
に
就
く
と
、
広
報
の
役

も
回
っ
て
き
て
、
多
難
な
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
議
や

研
修
、
広
報
作
成
の
資
料
集
め
と
関

わ
る
中
で
、
自
分
中
心
の
農
業
か
ら

幅
広
く
農
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
一
番
の

関
心
時
は
、
農
産
物
の
自
給
率
を
高

め
る
こ
と
で
す
。
輸
入
先
の
国
が
風

邪
を
ひ
く
と
、
日
本
は
寝
込
む
状
況

で
す
。
主
要
農
産
品
の
確
保
と
生
産

環
境
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
を
取
り

除
く
こ
と
に
意
を
注
い
で
い
き
た
い
。
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農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
の
申

請
手
続
き
は
農
業
委
員
会
へ

　
申
請
締
切
日
は
毎
月
20
日
で
す
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表紙のテーマ：岡垣町を満喫 !!

　２月５日から６日にかけて、熊本県人吉
市と湯前町の農業公社を視察しました。

　高齢者でも比較
的容易に栽培がで
き、鳥獣被害を受
けにくいとされる
トウガラシの栽培
の取組みについて
説明を受けました。

　耕作放棄地対策
を目的として農業
公社を設立し、茎
ワサビ、加工用ほ
うれん草等を栽培
し、農地を農地と

して守る取り組みがされています。

　岡垣町農業委員会では、農地法により決められてい
る許可申請等を前月の 20 日までに事務局に提出され
たものについて、毎月 10 日に審議しています。
　また、その他の農業委員会の業務に関係する事項に
ついても毎月の総会で審議しています。

　

町
民
に
「
食
と
農
」
や
「
農
業
委
員
会
の
活
動
」

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
事
業
で
す
。
今
年
も
町
内
の
農
業
者
の
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
4
月
28
日
（
月
）
に
開

催
し
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
町
内
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
食
育

担
当
教
諭
19
人
で
、
び
わ
、
ト
マ
ト
や
い
ち
ご

の
ほ
場
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
農
産

物
加
工
場
を
見
学
し
、
町
内
産
の
米
や
野
菜
を

使
っ
た
昼
食
を
準
備
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、『
お
米
が
美
味
し
い
。
ど
こ
で
買
え
る
ん
で

す
か
？
』
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
の
輪
を

広
げ
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
10
月
に
「
枝

豆
狩
り
体
験
」
を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
方
法

は
、
後
日
広
報

お
か
が
き
等
で

お
知
ら
せ
し
ま

す
。
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を

農
業
委
員
一
同

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◎平成 26 年度 農地法等に基づく審議の状況� （　）内は 25 年度

審議等の区分 審議件数

農地法第３条許可（農地の売買・贈与・賃借の許可） ６（４）

農地法第４条許可（所有者自らが行う農地転用の許可） ２（３）

農地法第５条許可（所有権等の移転を伴う農地転用の許可） ６（12）

農用地利用集積計画の決定（利用権の設定等） ２（４）

農地の一時利用届の承認（公共事業等で農地を一時的に利
用する際の届に関する審議） ２（５）

農地転用届の承認（農地の中に小規模な農業用施設を設置
するため農地を転用する際の届に関する審議） １（１）

農地改良届の承認（小規模な農地のかさ上げ等を行う際の
届に関する審議） １（０）

農
業
巡
り
ツ
ア
ー
で
交
流

枝
豆
狩
り
を
し
ま
せ
ん
か

人吉市での座学

湯前町でのほ場見学

農業委員会の活動報告

昨年の様子

◎視察研修


